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ジョン・ヒック自伝 の第 、 章に、民族混交の英国第二都市、バーミ
ンガムにおける の活動が詳細に記述されている。（ ）
は （ すべての信仰は人類全体のために ）
























































































差別主義の役割 、 国民戦線に反対して何をなすべきか 、 人種差別運動─西















まであった。 多 信仰 （ ）を容認する理論の基礎づけが焦眉の課
題とされた。
は異文化・異宗教間の相互理解を深めるために、学校や教会に派遣







































































ていた。 国民戦線 の議長は 回の有罪判決を受けており、そのうちの 回
は火器と弾薬の違法所持で ヶ月の禁固刑を言い渡されていた。 国民戦線



























































































本稿の骨子は、第 回日本宗教学会学術大会（ 年 月、於、東北大学）に
おいて口頭発表された。なお、ジョン・ヒックの経歴及び業績については、本論




宗教多元主義 については、注 に言及された私の論考 を参照
されたい。
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